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【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年6月9日(2015.6.9)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
　本発明の農業的薬剤に含まれる賦形剤、希釈剤は、農業分野で通常的に使用されている
もので、例えば、硅藻土、消石灰などの酸化物、燐灰石などのリン酸塩、石膏などの硫酸
塩、クレイ、カオリン、ベントナイト、酸性白土、石英、シリカなどの鉱物質粉末などの
固体担体と充填剤、抗凝集剤、界面活性剤、乳化剤、防腐剤などをさらに含んでもよい。
また、本発明の農業的薬剤を植物に処理して活性成分を迅速放出、徐放出、遅延放出する
ように当業界の公知方法を用いて剤形化してもよい。剤形化のためには、通常的に使用す
る界面活性剤、希釈剤、分散剤、補助剤などの添加剤を活性成分と配合して水和剤、懸濁
剤、乳剤、乳濁剤、微乳濁剤、液剤、分散性液剤、顆粒水和剤、粒剤、粉剤、液状水和剤
、水面浮上性粒剤、錠剤などの各種形態に製剤化して使用してもよい。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０２】
　製剤例２
　乳剤
　化学式１の化合物１０ｇ、ＤＤＹ２０００（界面活性剤）１０ｇ、キシレン８０ｇを混
合して乳剤を製造した。
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